
令和７年度備北地域新型インフルエンザ等実地研修会実施要領 

 

１ 目的 

  新型インフルエンザ等の発生によるパンデミック対応等が迅速かつ的確に実施できるよう研修

を行い、関係機関が連携し、実効性のある地域における医療提供体制の整備、新興感染症に対応

できる BCP（業務継続計画）の作成等平時の備え、体制整備及び関係者の対応能力の向上を図

る。 

 

２ 実施内容 

(１) 日時 令和８年１月 22 日（木）18：30～20：00 

(２) 場所 総合病院庄原赤十字病院 ６階 講義室（庄原市西本町２丁目７－10） 

(３) 定員 50 名 各機関１名程度  ※定員を超える場合、別途調整しお断りする場合がある。 

(４) 内容 

   ア 説明５分 

「新興感染症対応のための BCP(事業継続計画)作成の手順及び活用について」 

説明者 北部厚生環境事務所・保健所 保健課保健対策係  

 イ 講演 10 分 新型インフルエンザ等の医学的知見を含む 

   「新興感染症の発生～初動につながる考え方と基礎知識～」 

     講 師 総合病院庄原赤十字病院 総合診療科部長 舛田 裕道氏 

     演習 60 分  

「新興感染症の発生によるパンデミック対応訓練」 

コーディネーター 総合病院庄原赤十字病院 総合診療科部長 舛田 裕道氏 

ファシリテーター 総合病院庄原赤十字病院 ＩＣＴメンバー 等 

   ウ 講評 10 分 

      広島県感染症・疾病管理センター センター長 桑原 正雄 氏 

 

３ 実施主体 

広島県医師会、備北地域保健対策協議会（感染症対策専門部会） 

三次地区医師会、庄原市医師会 

広島県北部保健所 

総合病院庄原赤十字病院、市立三次中央病院、三次地区医療センター、庄原市立西城市民病院 

 

４ 対象（順不同） 

  感染症指定・協力医療機関、協力締結医療機関、病院、診療所、薬局、訪問看護事業所、社会

福祉施設（入所型介護施設事業所）、三次地区医師会、庄原市医師会、三次薬剤師会、三次市、

庄原市行政等の感染対策担当者または管理者 

 

５ 申込方法 

  令和７年 12 月 19 日（金）までに、別紙申込書によりメールで又は FAX で申し込むこと。 

 

６ 申込及び問合せ先 

  広島県北部保健所 保健課保健対策係 

   三次市十日市東四丁目６-１  電 話 0824-63-5181（内線 3342） 

                  F A X 0824-63-5190 

E-mail fjnhoken@pref.hiroshima.lg.jp 


